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実際に地震や風水害、 火災が発生し た と

し ょ う 。 月に一回程度、 定期的に繰り 返し

家族一人ひと り の
役割分担を決める

●日 常 の 防 災 対 策 の 役 割

と 、 災害発生時の役割を

決めておく 。

●家族に 高齢者や障害者、

乳幼児な ど がいる 場合に

は、 保護担当者を 決める 。

1 避難場所、 避難
経路を確認する

●地域の 避難場所を 確認す

る 。 家 族 が 離 れ ば な れ に

なっ たと き の集合場所も 決

めておく 。

●休日 な ど を 利用 し 、 家族

で 避 難 経 路

な ど の 下 見

を し ておく 。
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家族で防災につ　

⇒詳し く は 1 9 、2 0 、2 1 、2 2
　 ページへ

家族で 話し 合う こ と

大災害が発生し た場合、 水道施設など が使

ま す。 災害発生後数日間は自足でき る よ う 準

非常持出品・ 備　

■懐中電灯

で き れば一人に

一つずつ用意。予備

の電池も 忘れずに。

■貴重品

多少の 現金、預

貯金通帳、印鑑、健

康保険証、住民票

のコ ピ ーな ど 。公

衆電話を 利用する

ための1 0 円玉も 。

■携帯

　 ラ ジ オ

小 型 で 軽 く 、Ａ

Ｍと Ｆ Ｍの両方を

聞け る も の。手動

で充電でき る も の

や、携帯電話の 充

電ができ る も のな

ど を 用意し ておく

と 便利。

■救急医薬品

傷薬、ばん そ う こ う 、解熱

剤、かぜ薬な ど のほか、常備

薬があれば必ず用意する 。

■非常食・ 水

缶詰や乾パ ン な

ど 、火 を 通 さ ず に

食 べ ら れ る も の。

水は 5 0 0 ㎖サイ ズ

が便利。

■その他

ヘルメ ッ ト 、下着

類、ス リ ッ パ、軍手、

ラ イ タ ー、ナイ フ 、

ティ ッ シュ など 。

非常持出品

～避難する と き に持ち 出すも の～

■感染症対策品

マ ス ク 、ア ル コ ー ル 消 毒

液、せ っ け ん、体 温 計、除 菌

シート 、ビ ニール手袋など 。
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き のこ と を 想定し て、 各自ですべき こ と や避難場所、 連絡方法など を 家族で話し 合っ ておき ま

ておけば安心です。

●家族構成や地域の特性に合わ

せて「 いつ」「 誰が」「 何を する の

か」を あ ら かじ め時系列で一覧

表にま と めておく 。

●完成し た ら 冷蔵庫やカ レ ン

ダーの隣など 普段から 目に付

く 場所に貼っ ておく 。

　 ⇒詳し く は 9 、1 0 ページへ

マイ ・ タ イ ム ラ イ ン
を作成する
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●消火器や救急箱の場所、製造

年月日な ど を 確認する 。

●消火器の 使い 方を 覚え て お

く 。

⇒詳し く は 1 6 ページへ

防災用具を
チェ ッ ク する

5

いて話し 合おう

●家の内外に危険なと こ ろ

がないかチェ ッ ク する 。

●危ない場所があっ たら 、

修理や補強について 検

討する 。

危険箇所を
チェ ッ ク する
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⇒詳し く は 3 、4 ページへ

●必要な 物が 揃 っ て い

る かチェ ッ ク する 。

●機器の 保管状 態や食

べ物の消費期限も 忘れ

ずに点検する 。

非常持出品を
チェ ッ ク する
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⇒詳し く は下段へ

用でき なく なっ たり 、 道路が損壊し て防災機関によ る 救援活動ができ なかっ たり する 場合があり

備を し ておき ま し ょ う 。

蓄品の準備をし よ う

◉ 食料品
缶詰やレ ト ルト 食品

な ど 非 常 食 3 日 分 を 含

む数日分を 備蓄。高齢者

や子ど も 、ア レ ルギ ー体

質者な ど 配給さ れる 食

事を と る の が 難し い 家

族がいる 場合には、その

事情に あ っ た 食料を 多

めに用意。

◉ 工具
ロ ープ、バール、はさ み、

ジャッ キ、ス コ ップなど 。

◉ そ の 他
毛布、寝袋、ラ ッ プ、食

器類、使い 捨て カ イ ロ 、

予備のメ ガネなど 。

◉ 水
飲料水は 大人一人あ

た り 1 日3 リ ッ ト ル が

目安で、最低3 日分は用

意する 。水の配給を 受け

る た め の ポ リ 容器な ど

も ある と 便利。

◉ 燃料
卓上コ ン ロ や固形燃

料、 予備の ガ ス ボ ン ベ

など 。

◉ 感染症対策品・ 衛生用品
　 マス ク 、アルコ ール消毒液、体温計、除菌シー

ト ・ 除菌ジェ ル、簡易ト イ レ 、う がい薬、常用の

薬・ お薬 手 帳（ 合 併症予防） 、て ぬぐ い（ マス

ク 、ガーゼの 代用） 、歯ブラ シ、歯磨き 粉、マウ

ス ウ ォ ッ シュ（ 肺炎防

止 の 口 腔 ケ ア ） 、 ウ

エット ティ ッ シュ 、水の

いら な いハンド ソ ープ

など 。

こ んな用意も し ておき ま し ょ う

乳幼児のいる 家庭 女性の方 高齢者のいる 家庭

　 おむつ、おし り ふき 、哺乳瓶、水筒、粉ミ

ルク・ 液体ミ ルク 、離乳食、母子手帳、おも

ちゃ・ 絵本、抱っ こ

ひも 、おやつ、爪切

り 、子ど も 用の靴

　 生 理 用 品（ 普 通・ 長

時 間向け 用）、 おり も の

シ ー ト 、 サ ニ タ リ ー

ショ ーツ 、 防犯ブザー・

ホイッス ル、 中身が見え

な いゴ ミ 袋、 く し・ ヘア

ゴム

　 大 人 用お む つ・ 失 禁 パッ ド 、 携 帯用

杖、 入れ 歯用の 洗浄 剤、 補 聴 器、 老 眼

鏡、 おかゆなど 食べやすい非常食

非常備蓄品～長期の避難生活に備えて おく も の～



3

家の中の防災・ 減災対策を行おう
家の中には、 意外に危険なも のがたく さ んあり ま す。 風水害のと き に、 強風でガラ ス が割れ

たり 、 地震のと き に室内の家具が倒れ出口を 塞ぐ よ う なこ と も あり ま す。 日ご ろ から 家具を 固

定する など の安全対策を 行いま し ょ う 。

家の中の事故はこ んな工夫でも 防げま す

●照明器具

つる すタ イ プの照明器具は、 な る べく
使わない。 蛍光灯は蛍光管の両端を 耐熱
テープで留めておく 。

●住宅用火災警報器

煙や熱を 感知する と 警
報音で 知ら せて く れる 。
1 0 年に一度、 交換する 。

●食器棚

　 扉が開かないよ
う 金具を つけて、
扉が開いても 中の
食器が飛び出すの
を 防ぐ 。

●カーテン

　 防炎加工さ れ
たも のを 使う 。

●ガスレンジ

自動停止機能がついている
ガス メ ータ ー（ マイ コ ン メ ー
タ ー） かど う かを 確認する 。

●暖房器具

ス ト ーブなど の暖房
器具は、 対震自動消火
機能を 確認する 。

●窓ガラ ス

　 飛散防止フ ィ
ルム を 室内側に
はる 。

●テレビ台など
　 キャ ス タ ー付き の家具はな
る べく 避け、 使う と き は、 ス
ト ッ パーを かける 。

●テレビ

　 でき る だけ低い位置に置き 、 金具やロ ー
プ、 装着マッ ト など で下面・ 柱・ 壁に固定
する 。

●本棚・ タ ンス など

　 な る べく 壁面に接近さ せて お
き 、 上部を Ｌ 字型金具で固定す
る か 、 家具の下に板な ど を はさ
み、 壁面にも た れさ せる 。 二段
重ねの場合は、 つな ぎ 目を 金具
で連結する 。

●冷蔵庫
動 か な い よ う

固定する 。

　 家族が 家具の転倒や落

下を 避け て 集ま る こ と が

で き る 、 家具の な い （ ま

た は少な い） 安 全な ス ペ

ースを 確保する 。

　 就寝中に倒れた 家具の

下敷き になら な い よ う 、

寝 室 に は大 き な 家 具 を

置 かない。

　 出入り 口や通路を ふさ

ぐ よ う な 場所に 物を 置か

な い 。 家具が 倒れた と き

に 備 え て 向 き も 考 慮 す

る 。

　 家具の 重心を 安定さ せ

る た め重いも の を 下に、

軽 い も の を 上 に 収 納 す

る 。
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家の外の防災・ 減災対策を行おう
家の周囲にも 災害が発生する と 危険なと こ ろがたく さ んあり ま す。 日ごろ から 気にかけて、

危険箇所の点検を 心がけま し ょ う 。

わが家の耐震性を 診断し よ う ！

日本建築防災協会 誰でも でき る わが家の耐震診断 検索

●住んでいる 建物の耐震強度を 確認し ま し ょ う 。 特に1 9 8 1 年6 月建築基準法改正前に建てら

れた建物は注意が必要です。 市では、 耐震診断や耐震改修等に対し て、 支援の制度があり ま

すので、 お気軽に問い合わせく ださ い。

●木造住宅の場合、 シロ アリ 被害などで木材が腐っている 場合も

あり ます。 点検して、 必要があれば修理をし ましょう 。

●イ ンタ ーネット でも 簡易な耐震診断法を紹介し ています。

　 日本建築防災協会「 誰でも でき る わが家の耐震診断」 で検索し

てみま し ょ う 。

加入し ている 火災保険
などを見直し ましょ う

　 風水害によ る 被害に 対し て、

個々に加入している火災保険など

でも 補償が受けら れる 場合があ

り ま す。火災保険には自然災害に

備えた水災補償、風災補償、落雷

補償などがあり 、被害に応じ て保

険金が支払われる ので、被災し た

ら 必ず申請しましょ う 。

　 ただし 、水災補償を 外している

など、契約内容によっては補償が

受けら れない場合があり ま す。ま

た、保険の対象を 建物にする か家

財にする か、建物と 家財の両方に

する かによっても 補償内容が違っ

てき ま す。契約内容をも う 一度見

直して、過不足のない補償内容に

しておきましょ う 。

◉ 雨ど い
継ぎ 目のはずれや塗装のはがれ、

腐り が な いか 確認。 落ち 葉や土砂

で詰ま ら せないよ う に掃除しておく 。

◉ 屋根
瓦のひび、 割れ、 ずれ、 はがれ、 ト タ

ンのめく れ、 はがれがないかを 確認。

◉ ベラ ンダ
鉢植えや物干し ざおな

ど 飛 散の 危 険 が 高い 物

は室内へ。

◉ 外壁
モ ル タ ル の 壁に

亀裂は な いか、 板

壁に 腐り や浮き は

な い か、 プ ロ パ ン

ガ ス のボ ン ベは固

定さ れて い る か、

などを確認。

◉ 窓ガラ ス
ひ び 割 れ、 窓 枠

のが た つき はな い

か 確認。 ま た 強風

によ る 飛来物な ど

に 備え て、 外 側か

ら 板で ふさ ぐ な ど

の処置を取る 。

◉ 雨戸
が たつき やゆる

みなどがあれば補

強する 。

◉ 窓枠
窓 枠 に 植 木 鉢

など を 置かない

◉ 植木
庭木の 枝が 敷地

の 外に出な いか定

期的に確認する 。

◉ 側溝
側溝のゴミ や土砂

を 取り 除き 、 雨水の

排水をよく しておく 。

◉ ブロ ッ ク 塀
ひび割れや破損箇

所は補強する 。

君津市建設部建築課　 電話番号　 0 4 3 9 -5 6 -1 1 5 8

問い合わせ先

株式会社エノ モト 防災工業 君津支店
本社： 千葉県木更津市長須賀6 2 7 -2

支店： 千葉県君津市六手2 1 8 -4

TEL： 0 4 3 8 -2 3 -0 1 1 9 　 FAX： 0 4 3 8 -2 3 -0 5 7 3 　

E-M a il： e b k0 1 1 9 @ b z0 1 .p la la .o r.j p

防災用品・ 消防設備保守点検業務／消防設備工事／

住宅用火災警報器・ 消火器販売／古い消火器は引取ます。（ 有料）

君津市消防団

応援の店

私たちは

消防団を

応援します

mailto:ebk0119@bz01.plala.or.jp
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地域ぐ る みで防災対策を
特に大き な災害が起こ っ たと き は、 そこ にいる 地域住民がみんなで助け合う 「 共助」 が不

可欠です。 日ご ろ から 地域の人たちで構成する 自主防災組織に積極的に参加し て 、 いざと い

う と き に備えま し ょ う 。

日ごろは、 防災知識の普及啓発、 防災訓練や地域の防災安全点検の実施、 防災資機材の備蓄と いった活動に取

り 組みま す。 そし て、 いざ災害が起こ ったと き には、 防災計画にし たがって避難所の開設・ 運営、 初期消火活動、

住民の避難誘導などに従事し ま す。

災害に備える ための

活動をし ま す。

人命を 守り 、 被害の

拡大を 防ぐ ために行動

し ま す。

防災知識の普及・ 啓発

地域内の安全点検

防災訓練

初期消火

避難誘導

救出・ 救助

情報の収集・ 伝達

避難所の管理・ 運営

防災訓練や講習会を 通じ て、 正し い防災知識を住民に伝える 。

地域内の危険箇所や問題点を 洗い出し 、 改善する 。

いざと いう と き のために、 地域

一丸と なっ て訓練する 。

出火防止や初期消火活動をする 。

住民を 避難所など安全な場所に誘導する 。

負傷者など を 救出し 、 応急手当てを する 。

公的機関と 連絡を 取り 合い、

情報を 住民に伝達する 。

避難所で給食・ 給水活動など を する 。

災 害 時

平 常 時

自主防災組織の 役割

地域の防災力を向上さ せる ために、災害対策コ ーディ ネータ ー養成講座の受講や、地区防災計画を作成し ま し ょ う 。

地域の 防災力向上を 目指す！

改善する 。

る 。

災害対策コ ーディ ネータ ーと は

大規模災害時の地域の防災活動において、 地域と 行政、

ボラ ンティ ア組織等と の連絡調整を担う 存在です。

平常時には、 防災訓練の企画、 防災知識の普及・ 啓発

に努めたり 、 災害時には、 救助・ 救

援や避難所運営などを行いま す。

災害対策コ ーディ ネータ ーは、 市

が実施する 養成講座を 受講する こ と

によ り 認定さ れま す。

地区防災計画と は

自分たちが生活する 地域の住民の「 命

を 守る 」 ため、 地域で避難場所や避難経

路、 防災資機材など の

確認のほか、 要配慮者

の 支援体制づく り な

ど 、 地区のみんなで意

見やアイ デアを 出し 合

い策定する 計画です。
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要配慮者にやさ し いま ちづく り を
突然の災害に見舞われたと き 、 大き な被害を 受けやすいのは、 高齢者や乳幼児、 障害者、

傷病者、 外国人など 、 何ら かの手助けが必要な人です。 こ う し た要配慮者を 災害から 守る た

めに、 地域で協力し 合いながら 支援を し ていき ま し ょ う 。

要配慮者を 守り ま し ょ う ！

避難行動要支援者支援制度
避難行動要支援者の対象

自分ひと り で避難する こ と が困難で、 特に支援を 要する 方

を 「 避難行動要支援者」 と し て特定し 、 自治会や、 自主防災

組織、 民生委員、 児童委員、 消防団、 警察署など 「 避難支援

等関係者」 と 地域支援者が連携し ていく 制度のこ と です。

こ の制度は、 市が「 避難行動要支援者名簿」 を 作成し 、

情報提供に同意し た方については、 平常時から 、 地域の避

難支援等関係者に提供し て、 こ の情報をも と に地域の支え

合いで避難行動要支援者を支援する も のです。

❶要介護度 3 以上の要介護認定者

❷身体障害者手帳 1 ・ 2 級の所持者（ 肢体不自由、

運動機能障害、 呼吸器機能障害、 視覚障害、 聴

覚障害の者に限る ）

❸療育手帳 A 以上の所持者

❹精神障害者保健福祉手帳 1 級所持者

❺その他特に支援が必要な者　 例 1 . 認知症状の著

し い者 2 . 寝たき り 状態の者等

■平常時には
　 日ごろから 地域の人たちと 要配慮者が交流し 協力して、 要配慮者の支援体制をつく る こ と が必要です。

　 要配慮者と 一緒に避難経路や避難所を確認し まし ょ う 。 避難時に要配慮者がどの

よう な支援を必要と し ている のかを学ぶこ と が大切です。

1

　 放置自転車などの障害物はないか、 耳や目の不自由な人や外国人向けの表示はある かなど 、 要配慮者に対応し た

環境づく り をし ましょ う 。

　 災害時の支援活動をスムーズにする ためには、 要配慮者と のコミ ュ ニケーショ ンを日ごろから 図っておく こ と が大

切です。

2

3

■災害時には
　 要配慮者は、 一人では身の安全を 確保する こ と が困難です。 災害時、 地域の人は積極的に声をかけて、 支援し

ましょ う 。

　 一人の要配慮者に対し て複数の住民で支援する など 、 地域で具体的な体制を 決

めておき まし ょ う 。 隣近所で助け合いながら 避難する よう にし てく ださ い。

1

　 目が不自由な人には、 階段など の障害物を説明し ながら 進みまし ょ う 。 耳が不自由な人には、 身ぶり や筆談など

で正し い情報を伝えましょ う 。 要配慮者が安全に避難でき る よう 支援し まし ょ う 。

　 非常時にこ そ、 不安な状況に置かれている 人の立場に立ち、 支援する 心構えを。 困っている 人や要配慮者に対

し 、 温かいおも いやり の心で接し まし ょ う 。

2

3

防災訓練へ一緒に参加する

防災環境を点検する

日ごろから 積極的なコ ミ ュ ニケーショ ンを図る

みんなで協力し て誘導する

安全に避難でき る よ う に支援する

困ったと き こ そ温かい気持ちで
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避難のタ イ ミ ングについて知ろ う
  気象庁から 発表さ れる 5 段階の警戒レベルと 市が発令 する避難情報の意味を 正し く 理解し て、

逃げ遅れるこ と のない安全な避難行 動に活かし まし ょ う 。

「 難」 を「 避ける」 ための避難の考え方

■「 命を守る避難行 動」 〜立 ち退き 避難と 屋内安全確保
 大 雨 のと き には、 上記の避難行 動①や避難行 動②のよう に早めに安全な

場所へ避難する 「 立 ち退き 避難」 が原則です。

 し かし な がら 、 夜間や急な大 雨 等で 家の外に避難する こ と が、 かえ っ て  

命に危険を 及ぼし かねないと き は、 少し でも 命が助かる可能性の高い避難

行 動と し て、 がけや川から 離 れた2 階以上の安全な場所（ 部屋） へ移動し 、

安全を 確保（ 屋内安全確保） する こ と が重要です。

 災害が発生 し 、 家屋内に留 まるこ と が、 危険な状態になっ た場合は、 落ち 着いて素早く 避難する 必要があり ます。

多く の住民が避難する 避難所は、 3つの密（ 密閉・ 密集・ 密接） になり やすく 、 感染症拡大 のおそれがあるため、 

市が開設する避難所だけではなく 、 可能な場合は、 安全な場所に住む親戚や友人宅 への避難も 検討するよ う にし ま

し ょ う  。

避難行 動

災害発生
または切 迫

災害のおそれ

あり

災害のおそれ

高い

避難行 動 避難行 動

 

レベル５  

大 雨 特別警報

レベル５

土 砂災害特別警報など

❶ ❷ ❸

気象状況悪化

今後気象状況

悪化のおそれ

立 ち 退き 避難

屋
内
安
全
確
保

早期注意情報

〈 警戒レ ベル4までに必ず避難!〉

2

1

5

4

3

警戒レ ベル 状況 避難情報 住 民がと る べき行  動 気象情報等

危険な 場所から
高齢者等は避難

 

危険な場所から 全員避難

 

命の危険 直ちに安全確保！

 

 ハザード マッ プなどで自 ら の避難
行  動 を  確 認し てお き まし ょ う  。

 災害が発生 、 ま たはま さ に発生 し

よ う と し て い る 場合、 高所への移

動、 近く の堅固な 建物への退避、 屋
内の屋外に面 する 開口 部から 離 れた

場所への待避など 緊急に安全を 確保

し  まし ょ う  。

 避難に時間のかかる 高齢者や障

害のある 人と そ の支援者な ど は危

険な 場所から 避難し ま し ょ う 。

危険な場所から 全員避難し まし ょ う 。

避難指示
（ 市が発令 ）

高齢者等避難
（ 市が発令 ）

緊急安全確保
（ 市が発令 ）

レベル４  

大 雨 危険警報

レベル４

土 砂災害危険警報など

レベル３  

大 雨 警報

レベル３

土 砂災害警報など

レ ベル３  

大 雨 注意報

レ ベル３

土 砂災害注意報など

自 ら の避難行 動を確認

災害への心構えを高める

 最新の防災気象情報などに注意し

て、 災害への心構えを高めまし ょ う 。

市が開設する避難所へ

避難

避難するこ と が、 かえっ て
危険なと き は屋内安全確保

早めに安全な親戚・

知人宅 へ避難
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避難行動のフ ロ ーチャ ート
　 台風や豪雨に備えて、 ハザード マッ プと 一緒に「 避難行動のフロ ーチャ ート 」を 確認し ま し ょ

う 。 家族と 一緒に、 住んでいる 地域の災害リ ス ク と 、 と る べき 行動を 確認し 、 災害時に適切な

避難行動がと れる よ う にし まし ょ う 。
ハザード マッ プの見方

凡  例

ハザード マッ プでは、 土砂災害のおそれが高い

区域、 洪水で浸水する おそれが高い区域を 着

色し ていま す。 なお、 着色さ れていないと こ ろ

でも 災害が起こ る おそれがあり ま す。

水  害 土砂災害

「 君津市W EB 版防災マッ プ」を
活用し よ う

「 君津市W EB 版防災マッ プ」で普段か

ら 自宅周辺の災害リ ス ク や避難経路な

どを確認し ておき まし ょ う 。

裏表紙の「 君津市W EB 版防災マッ プ」

の二次元コ ード から 確認でき ます。

避難時に注意

がけ崩れ

洪水浸水想定区域（ 想定最大規模）

土石流

特別警戒区域（ 急傾斜）

特別警戒区域（ 土石流）

警戒区域（ 土石流）

警戒区域（ 急傾斜）

（ 地盤の高さ から ）

浸水深と 家屋と の関係
5ｍ～10 ｍ未満

5 ｍ5 ｍ

4 ｍ4 ｍ

3 ｍ3 ｍ

2 ｍ2 ｍ

1ｍ1ｍ

0 .5 ｍ0 .5 ｍ

3ｍ～5ｍ 未満
（ 2 階 床上浸水）

0 .5 ｍ～3 ｍ 未満
（ 1 階 床上浸水）

0 .5ｍ未満（ 床上浸水）

 ! " # $ % & ! ’ $ %

 ( ) * + , - . / 0
1 2 3 4 2 5 6 7 8 9 / :

 ! " # $% & ’ ( $) *

 ! + , - .  / - 0 1 $ / 2 3 4 5 6 7 8 9

: ; + # < = > ? @ A

. B C + D E = $F G H$HI J + = $K L M N O PH8 9

株式会社 大成防災
君津支店  千葉県君津市坂田8 37

TEL:0 4 3 9 ー5 2 ー9 1 1 9

FAX:0 4 3 9 ー8 7 ー6 3 6 1

警戒レベル3

色が塗ら れていなく ても

周辺と 比べて低い土地や

がけのそばに住んでいる 人は、

市から の避難情報を参考に

必要に応じ て避難し てく ださ い。

災害の危険があ り ま す。 警戒レ

ベルや周辺の状況に応じ て 自宅

の外に避難する 必要があり ま す。

避難と は難を 避け る こ と

自分自身が安全を 確保でき

る 最善の行動を 考えまし ょ う

避難と は難を 避け る こ と

自分自身が安全を 確保でき

る 最善の行動を 考えまし ょ う

がでたら

安 全 な 親 戚

宅 や 知 人 宅

に避難

警戒レベル3
がでたら

市 の 指 定 避

難 所 な ど に

避難

警戒レ ベル4

いいえ

ス タ ート

がでたら

安 全 な 親 戚

宅 や 知 人 宅

に避難

警戒レベル4
がでたら

市 の 指 定 避

難 所 な ど に

避難

Q1 . 家がある 場所に色が

　 　  塗ら れていますか？

Q3 . 安全な場所に住む、

　 　 身を寄せら れる

　 　 親戚・ 知人はいま すか？

Q3 . 安全な場所に住む、

　 　 身を寄せら れる

　 　 親戚・ 知人はいますか？

Q2 . 自分や一緒に  避難  する 人は、  避難  に

　 　 時間がかかり ますか？

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

い
い
え

い
い
え

事前に

親戚・ 知人に

相談し て

おき ま し ょ う

◉ ハザード マッ プ（ 例）◉ ハザード マッ プ（ 例）

P OIN T

※上記の表は、 行動の目安と なる も のです。 状況に応じ て命を守る 行動をと り ま し ょ う 。
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マイ ・ タ イ ムラ イ ンを作ってみよ う
　「 マイ ・ タ イ ムラ イ ン 」と は、 台風や大雨等の風水害に対する 事前の準備や行動

をあら かじ め記録し ておく 予定表のこ と です。 家族構成などに合わせて、「 いつ」「 誰

が」「 何を する のか」を 決めておく こ と で、 いざと いう と き に慌てず、 安全に避難す

る こ と ができ ま す。 ま ずは、 マイ・ タ イ ムラ イ ンの作成手順を 知っておき まし ょ う 。

小糸川流域の土砂災害警戒区域内に住んでいる 、 君津さ ん
のマイ ・ タ イ ム ラ イ ン を 参考に、 あ なただけのマイ ・ タ イ
ム ラ イ ン を 作っ てみま し ょ う 。

家族構成

私・ 夫・ 父・ 母・ 長女・ 長男

◉ マイ ・ タ イ ムラ イ ン作成時のポイ ント

①情報収集手段の確認
ど う いった手段で情報を 入手する のかを あら かじ め決めて

おき まし ょ う 。

※情報収集手段については、 裏表紙を参考に検討し てく ださ い。

②と る べき 行動を書き 出す
「 いつ、 誰が、 何を する のか」に注意し ながら 、 取る べき 行動

を 箇条書き で書き 出し ま し ょ う 。 箇条書き で書き 出し た後は、

マイ ・ タ イ ムラ イ ン に時系列に沿って記入し 、 行動に無理が

ないか、 ど れく ら いの時間を 要する かなど を 検討し ま す。

警 戒
レ ベル

警
戒
レ
ベ
ル
ご
と
に
そ
の
時
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
考
え
て
記
入
し
ま
し
ょ
う

避 

難 

情 

報

家
族
の
共
通
ル
ー
ル

２ ４ ５

避難指示高齢者等
避難

注意情報

防災情報を 収集

例えば

緊急
安全確保

早期
注意情報

そ
の
場
で
と
る
こ
と
が
で
き
る

身
の
安
全
の
確
保
を
す
る
た
め
の
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

携帯を 充電

ガソ リ ンを入れる

非常用持出品・

備蓄品を 確認

避難先・ 避難経路

を 再確認

３

父・ 母・ 子ど も

たちと 避難開始

避難にかかる 時間 （ 1 0 分 ）

避難所の開設

状況を確認する

▲

地域の避難行動

要支援者の避難

を 支援

▲

父・ 母・ 子ども
たちと の
避難完了

▲

避難完了

家の点検・ 補強

避難が間に合わない
と き は、 建物の2階
など に避難

避難に時間がかかる

家族がいる と き は、

早めに避難

私

夫

夫 父

作 業 手 順

自分だけのマイ ・ タ
イ ムラ イ ンを作る

ハザード マッ プを
チェ ッ ク

自宅が土砂災害警戒
区域内かチェ ッ ク

自宅から 近い避難所
をチェ ッ ク

緊急連絡先

家族の集合場所

自宅以外の場所から
避難する 時の避難所

災害用伝言板サービス ： 各携帯会社のメ ニューから

災害用ブロ ード バンド 伝言板：「 w eb171」で検索

災害用伝言ダイ ヤル：「 17 1」をダイ ヤル

30秒のメッセージを2日間保存

1 0 0 文字のメッ セージをサービス 終了まで保存

1 0 0 文字のメッセージを2日間保存

災
害
用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス

自宅の危険度 ハザード マッ プで調べた自宅の危険度などを記入し ておき ま し ょ う 。

洪水浸水予想

ｍ

津波浸水予想

ｍ

土砂災害
警戒地域

内 外

地震の
揺れやすさ

危険度

私の避難場所は、

です。

1
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災害時のト イレ 対策について

ラ イ フ ラ イ ンが止ま ったと き は
大規模災害が発生し たと き には「 電気」「 ガス 」「 水道」 など の生命・ 生活を 維持する ために

必要不可欠なも のの機能が停止する おそれがあり ま す。 日ごろの備えに加え、 ラ イ フ ラ イ ン停

止時の対策を確認し ま し ょ う 。 ま た、ラ イ フラ イ ン事業者の緊急連絡先を確認し ておき ま し ょ う 。

ラ イ フ ラ イ ン 停止への 備え

断水の場合

●普段から ペット ボト ルの飲料水を

余分に備えておきましょ う 。

●歯が磨け なく なる ので、 口腔ケア

用シート を用意しておきましょ う 。

●食器が洗え なく なる ので、 ラ ッ プ

を 備えておきましょ う 。

●浴槽に水を はる など して、 生活用

の溜め置き の水を 用意し ておき ま

しょ う 。

●断水中は給水車による 給水が実施

さ れる ため、 給水用の容器を 用意

しておきましょ う 。

●ト イレ が使用でき なく なる ので、 災

害時用の簡易ト イ レ や携帯ト イレ

を用意しておきましょ う 。

停電の場合

●懐中電灯やLEDラ ンタ ン は要所要

所に準備し 、 暗闇でも 取り 出せる

よう に用意しておきましょ う 。

●乾電池等で使用できる 携帯ラ ジオ

を用意しておきましょ う 。

●停電が 長 期化する 場合に備えて、

モバイ ルバッ テリ ーのほか、 電池

交 換式充電器も 用意し て おき ま

しょ う 。

●通電火災を 起こ さ ないよう に家電

製品のコ ンセント を抜く か、 ブレ ー

カーを 落と しましょ う 。

●電気復旧後は、 安全を 確認してか

ら 電化製品などを 使いましょ う 。

ガス停止の場合

●お風呂に 入る こ と が で き な いので、

ド ラ イシャンプーや体拭き 用ウエット

シート などを用意しておきましょ う 。

●IH 卓上コ ンロ 、 電気ケト ルなどの

電気器具を用意しておきましょ う 。

●レト ルト 食品やフリ ーズド ラ イ など

の保存食を 備えておきましょ う 。

●強い揺れやガス 漏れを 検知する と 、

安全装置が作動して、 自動的に停

止します。 マイコ ンメ ーターの復旧

操作方法を 確認しておきましょ う 。

●カセット コ ンロ 、 ガス ボンベ（ 予備

も ） を用意しておきましょ う 。

自宅のト イ レ を 災害時に使う 方法（ 例） ※水を 流せない場合 レ ジ袋と タ オルで
代用おむつをつく る

1
1

　 　  ハサミ でレ ジ

袋の 持ち 手の 部分

と 側面を 切り ま す。

　 断水が発生し 、ト イレ が使えなくったと き の対応を 確認しましょ う 。

　 　    ま ず、ト イ レ の

　 　    止水栓を 閉める

（ 水が 出な いよ う にす

る ）。そし て、貯水タ ン

ク の水を レ バーで流さ

ないよ う にする 。

　 　    ゴミ 袋を 便座の

　 　 　 下にかぶせてか

ら 便 座を下ろ し て、便

座にも う １ 枚ゴミ 袋を

かぶせる 。

2
　 　  開 い た 部 分 に

タ オル を の せま す。

タ オルの上にガーゼ

やフ リ ース な ど を 敷

いて おく と ウ ン チを

と る と き に便利です。

3
　 　  袋の 持ち 手を

結びま す。

　 　
2 　 　    用を 足す。3

　 　    便 座 に か ぶ せ

　 　 　 た ゴミ 袋を 取り

出し 、空気を 抜いて 口

を 強く 縛る 。

　 　
5 　 　    ベラ ン ダ等で 一

　 　 　 時保管し 、市の

指 示 に 従っ て 処 分 す

る 。

　 　
6

凝
固
剤

　 　    携 帯ト イ レ の

　 　 　 凝 固 剤を 上 か

ら かける 。

4

断水時の緊急連絡先 停電時の緊急連絡先 ガス 停止時の緊急連絡先
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避難所生活での心得
避難所は原則と し て、 自治体（ 行政）、 各施設の管理者、 避難者（ 地域住民） の三者が協力し

て開設・ 運営し ま す。 災害で被害を 受けている 状況での共同生活の場と なり ま すので、 みんな

で助け合う 「 共助」 の精神が不可欠です。

避難所と は避難所と は

避難者によ る 自主的な運営避難者によ る 自主的な運営

　 避難所は、「 自宅が被害を 受け居住の場を 失った」

「 災害によって被害を 受ける おそれがある 」 など、 避

難を必要と する人を受け入れる施設です。

　 ただし 、 避難所と して使用する 施設は、 学校の体育

館や教室と いった教育施設な

ど 本 来 は 別の 用 途 が あ り ま

す。 避難者の受け入れは一時

的なも のであり 、「 自宅へ戻る

こ と ができ る 人」「 仮設住宅へ

入居が決まった人」 などへは、

退所を 促し 、 施設本来の用途

への回復を目指します。

感染予防感染予防

●マス ク 、 アルコ ール消毒液、 体温計、 スリ ッ パやご

み袋を持参しましょ う 。

●手は、せっけんと 水で洗う か、アルコ ール消毒液で消

毒しましょ う 。

●アルコ ール消毒液は、 避難所の

いたると ころに設置し 、 給食の

列のはじ まる 場所とト イレ の外

に設置しましょ う 。

●ゴミ は、 生活区域から 離れた

場所に置き 、 廃棄場所を 決め

て集積しましょ う 。

ペッ ト 管理ペッ ト 管理

●普段から ペット を ケージに慣れさ せ、 ほかの人や動

物に対して暴れたり ほえたり し ないよう 、 適切なし

つけをしておきましょ う 。

●定期的に狂犬病予防の注射を 受け、 狂犬病予防注

射済票を用意しておきましょ う 。

●ケージやペット フード などを非常持出品と して準備し

ておきましょ う 。

●エサやり や排せつ物の処理など は、

飼い主が責任をもって行いましょ う 。

　 大規模災害発生直後においては、 市の避難所担当

職員が避難所の開設・ 運営を

行います。

　 避難生活が長期化する と 見

込ま れる 場合は、 特に、 自治

会や自主防災組織、 災害対策

コ ーディ ネータ ーなどの協力を

得な がら 、 避難者によ る 自主

的な運営に移行します。

　 高齢者、 障害者、 妊産婦などのう ち、 避難所の生活において特別な配慮が必要な方等を 受け入れる 避難所

を「 福祉避難所」 と いいます。 避難する 際は、 以下の点に留意してく ださ い。

（ 注） ペット の受入が可能な 避難所は、 君津市

ホームページなど で確認してく ださ い。

医療や介護サービ ス の

提供はできま せん。

介助 等に ついて は、 ご

家族のご 協力を お願い

し ます。

薬やおむつな ど の 介助

に必要なも のは持参して

く ださ い。

開設状況について は、

市のホームページ等で確

認をお願いし ます。

福祉避難所と は
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地震だ！　 そのと き ど う する ？

地震発生時の 行動パタ ーン

屋内に い た ら

●最大震度 5 弱以上が推定さ れる 場合、 テレ ビ やラ ジオ、 携帯電話など

を 通じ て緊急地震速報が発表さ れま す。

●速報発表から 揺れが来る ま での時間は、 数秒から 数十秒程度です。

●速報は的中する と は限り ま せんが、 自分の身を 守る ため、 最大限に活

用し ま し ょ う 。

●落ち 着いて、 自分
の身を守る

　 机 の 下 に 隠 れ る な
ど 、 ま ずは身を 守る こ

と を 第一に。

●あわてず、 火の始末

　 揺れが激し いと き は
無理を せず、 大き な 揺

れがおさ ま っ て から 火

の始末を する 。

●ド ア や窓を 開け て
逃げ道を確保する

　 金属扉は揺れがおさ

ま っ た 後、 動かな く な

る こ と がある 。

●テレ ビ・ ラ ジオなど
で 正し い 情報を 確
認

●家屋倒壊の危険な
ど があ れば避難す
る

●隣近所の安否を確認

　 特に一人暮ら し の高

齢者や、 要配慮者がい
る 家には積極的に声を
かけて安否を 確認する 。
近隣で火が出て いた ら
大声で 知ら せ、 協力し
て消火活動を する 。

●余震に注意

　 大 き い 揺 れ が お さ

ま っ た 後に、 小さ な 揺
れが起こ る こ と が多い
ので要注意。

●火元を 確認し 、出火
し ていたら 初期消火

●家族の安全を確認

●靴をはく

　 ガラ ス の破片など か
ら 足を守る ため。

●非常持出品を 手近
に用意する

★津波や土砂災害の危

　 険が予想さ れる 地域

　 ではすぐ に避難する

5分3分1～2分地震発生

緊急地震速報を

活用し て身を守ろう！

■自宅では
●テ ーブルやベッ ド の下など に隠れ、身を 守

る 。適当な 場所が な いと き は、手近のク ッ

ショ ンなど で頭を 保護する 。

●料理中は、可能なら ば、すぐ に火を 消す。キッ

チン は、食器棚や冷蔵庫な ど 危険が多いた

め、でき る だけ早く 離れる 。

●大き な 揺れがおさ

ま ったら 、すぐ にド

ア や窓を 開けて 逃

げ道を 確保する 。

■デパート ・ ス ーパーでは
●商品の落下やショ ーケース の転倒、ガラ ス の

破片に注意する 。柱や壁際に身を 寄せ、手荷

物で頭を 守る 。

●あわてて出口に殺到する と 、パニッ ク 状態に

な る こ と も あ る た

め、危険。店員の指示

に従って行動する 。

■劇場・ ホールでは ■地下街では
●座席の間にう ずく まり 、 かばん

や衣類で落下物から 頭を守る 。

●頭上に大き い照明など がある 場

合には、 その場から 移動する 。

●係員の指示に従い、 冷静に行

動する 。

●地下街は比較的安全と 言われている 。

あわてて外に逃げる のではなく 、 大き

な柱や壁に身を 寄せ、 揺れがおさ ま る

のを 待つ。

●地下街には約6 0 メ ート ルおき に出口が

ある 。 あわてず落ち着いて行動する 。

●火災が発生し たら 、

ハン カ チな ど で 鼻

と 口を 覆い 、 体を

低く し て 壁づた い

に地上に向かう 。

■エレベータ ーの中では
●最近のエレ ベータ ーは地震の揺れを 感知する と

自動的に最寄り の階に停止する ので、 そこ で降

り る 。 自動で停止し ない場合は、 すべての階の

ボタ ンを 押し 、 停止し た階で外に出る 。

●万が一、 閉じ 込めら れた場合は、 非常ボタ ンや

イ ン タ ーホン で外部と 連

絡を と り 、 救出を 待つ。

天井など から 無理に脱出

する のは危険。

■集合住宅では
●ド アや窓を 開けて逃

げ道を 確保する 。

●避難にエレ ベータ ー

は絶対使わないこ と 。

※震源に近い地域では、 緊急地震速報が強い揺れに間に合わないこ と があり ま す！
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　 大き な地震が発生し たと き 、 冷静に対応する のは難し いも の。 し かし 、 一瞬の判断が生死

を 分ける こ と も あり ま す。 いざと いう と き「 あわてず、落ち着いて」行動する ために、行動パタ ー

ンを覚えておき ま し ょ う 。

屋外に い た ら

避難生活
では

～3 日
ぐ ら い

10分
～数時間

5 ～10分

●子ど も を 迎え に 行く
（ 学校のルールに従う ）

　 自宅を 離れる と き は、
行き 先を 書いたメ モを 家

族で決めた場所に残す。

●さ ら に出火防止を

　 ガ ス の 元 栓 を 閉 め、

電気のブレ ーカ ーを 切
る （ 通電火災対策）。

●壊れた 家には入ら
ない

●生活必需品は自己
備蓄でま かなう

●災害情報・ 被害情
報の収集

　 市の広報に注意する 。

●家屋倒壊のおそ れ
があ る 場合は避難
所で生活する

※引き 続き 余震に注意

●市や自主防災組織の
指示に従う

●避難生活を する 人が
運営組織をつく る

●3 つの密（ 密閉・ 密
集・ 密接） を避ける

●衛生管理に注意を 払う

●集団生活の ルール
を守る

●助け 合い の 心を 忘
れずに

●消火・ 救出活動

　 近隣住民と 協力し て

消火や救出活動をする 。

●テ レ ビ ・ ラ ジ オ な
ど で 正 し い 情 報を
確認

●家屋倒壊な ど のお
そ れがあ れば避難
する

■路上では
●手荷物など で頭を 守り 、 広場など へ移動する 。

●繁華街ではガラ ス や看板など の落下物に注意。 住宅街

ではブロ ッ ク 塀や門柱から 離れる 。

●自動販売機の転倒

にも 注意する 。

●落ち る おそ れを 想

定し て 、 橋の 上か

ら は すぐ に 避 難す

る 。

■電車やバス の中では
●停車の衝撃に備え、 つり 革や手すり にし っかり と つか

ま る 。

●網棚から の荷物の落下に備え、手荷物で頭を 保護する 。

●勝手に 車両から 降り

ず、 係員の 指示に 従

う 。

■海岸・ がけ付近では
●海岸にいたら 、 直ちに高台や

近隣の 高い建物、 指定の避

難場所へ逃げる 。

●がけ付近にいたら 、 崩れる 危

険性のある 場所から すぐ に離

れる 。

■車の運転中は
●急ブレ ーキは事故のも と 。 徐々にス ピ ード を 落と し 、 道路の

左側に停止し てエンジンを 切る 。

●揺れがおさ ま る ま では車外に出ず、 カーラ ジオなど で情報を

確認する 。

●車を 置いて避難する 場合は、 でき る だけ道路外の場所に移動

する 。

●やむを 得ず道路上に置いて

車を 離れる と き は車検証な

ど 貴重品を 持ち 、 キ ーはつ

けたま ま（ ある いはキーを 置

いた ま ま ） でロ ッ ク も し な

い。
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津波は地震発生後、 あっと いう 間にやってく る こ と も あり ま す。 海岸の近く にいる と き に強い揺れや、 ゆら ゆ

ら と し た長い揺れを感じ たと き は、 津波情報の有無にかかわら ず、 一刻も 早く その場を離れ、 高台などの安全な

場所に避難し ま し ょ う 。

津波か ら 身を 守る た めに

　 二次災害のな かでも 最も 恐ろ し いのが、 津波と 地震火災です。 大き な 揺れによ っ て パニ ッ

ク 状態に陥っ て し ま う と 、 さ ら に被害が大き く な る ので、 でき る だけ 冷静に行動する こ と が

大切です。

二次災害を防ぐ ために

●海の中にいる 人は、 直ちに海から 上がっ て、

海岸から 離れる

●沿岸部や川沿いにいる

人は、 直ちに高台や避

難ビ ルなど の安全な場

所へ避難する

●津波浸水予測域にいる

人たちは直ちに避難する

●よ り 高い場所を 目指し

て避難する

●強い地震や長時間の揺れを感じ た

●大津波警報（ 特別警報）・ 津波警報が
発表さ れた

　（ 揺れを感じ なく ても ）

●津波注意報が発表さ れた
　（ 揺れを感じ なく ても ）

●市から 避難指示が発令さ れた※

※ただし 、 津波注意報・ 警報・ 大津波警報によ っ て避難指示の発令対象区域は異なり ま す。

こ んなと き には こ のよ う な行動を

避難
する

 大き な揺れを 感じ たら 、 ま ずは身を 守る こ と が最優先です。 すぐ に火を 消せ

る 状態の場合は、 素早く 消し てから テーブルの下など に隠れ、 身を 守り ま すが、

最近は地震時に自動的にガス の供給を 停止さ せる ガス マイ コ ンメ ータ ーの設置が

進んでいる ので、 やけど など の危険を おかし てま で火を 消すこ と はあり ま せん。

大き な揺れがおさ ま ってから 火を消し 、 ガス の元栓を閉めま し ょ う 。

地震火災を 防ぐ た めに

「 通電火災」 に気をつける ！
揺れがおさ ま り 、身のま わり の安全が確保でき たら 、二次災害、特に通電火災（ 地震や風水害に

より 停電し た電気が復旧し た際に起こる火災） の発生を 防ぐ ための対策を 確認しておき ま しょ う 。

火災の発生を 防ぐ ために、 アイ ロ ン、 ド ラ イ ヤー、 電気ス ト ーブなど の

熱器具は、 すぐ にコ ンセント から 抜き ま し ょ う 。

電気の消し 忘れによ る 事故を防ぐ ために、 避難する 場合は、 分電盤のブレーカーを切り ま し ょ う 。 日ごろから

分電盤の位置を確認し 、 付近に物を置かないよ う にし ま す。 ま た、 通電火災の防止策と し て、 感震ブレ ーカーの

設置も 有効です。

電気器具のス イ ッ チを
切っ て、 プラ グを 抜く

避難する と き は

ブレ ーカーを切る

有限会社 森防災設備
♦ お気軽にお問い合わせく ださ い

ＴＥＬ ：  ０４３９ -５２ -５２５４ 　 　ＦＡＸ ：  ０４３９ -５２ -５３５５

Ｅ-ｍａｉｌ  ：  ｙ .ｍｏｒｉ .ｂｏｕｓａｉ @ｇ ｍａｉｌ .ｃｏ ｍ 

〒2 9 9 -1 1 6 2   千葉県君津市南子安３ -１ -６

消防用設備の設計・ 施工メ ンテナンス

消火器・ 各種防災用品の販売
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初期消火は出火直後に ！

火元別の 消火方法を 覚え て おこ う

消火器の 使い 方を 覚え て おこ う

出火の現場に居合わせたら 、ま ず「 通報」「 初期消火」「 避難」 が大切です。 優先順位は状況によ り 異なり ま す。

出火直後なら 「 通報」 と 「 初期消火」 の優先順位が高く なり ま すが、 そのために逃げ遅れては大変です。 あわて

ず冷静な判断を心掛けま し ょ う 。

　 火災によ る 被害を なく すためには、 日ご ろ から 火災を 発生さ せないよ う 注意する のはも ち

ろ んですが、 万が一出火し たと き にど のよ う に行動すべき か覚えておく こ と も 大切です。 被

害を 最小限におさ える ために、 家族、 地域ぐ る みで防火意識を 高めま し ょ う 。

火災によ る 被害をなく すために

安 全 ピ ン に 指

を か け、 上 に

引き 抜く 。

①

ホ ース を はず

し て 火元に 向

ける 。

②

③

①

② やや腰を 落と し て

低く 構える 。

③ 炎を 狙う のではなく 、

火の根元を 掃く よ う に

左右に振る 。

レ バ ー を 強

く 握 っ て 噴

射する 。

●消火器は直接火元に向けて噴射す

る 。石油スト ーブの場合は粉末消火

器を使用する 。

●消火器がない場合は、水にぬらし た

毛布などを手前から すべら せるよう

にかぶせ、空気を遮断する 。

　 人命が最優先です！

　 火が天井に達し たと き や、 煙が充

満し たと き な ど 、 危険を 感じ たら 、

すぐ に避難し まし ょ う 。

　 ま た、 避難する と き は、 周囲の人

への声かけも 忘れずに。

逃げる タ イ ミ ングは

火が天井に達し たら！

行動１ 通 報

スト ーブ

●コ ン セント を 抜く か、 ブレ ーカー

を 切り 、 粉末消火器で 消火する 。

泡消火器など は感電のおそれがあ

る ので使用し ないよ う にする 。

電気器具

●油鍋の場合、 水を かける 、 マヨ ネーズ

や野菜を入れる のは厳禁。

●粉末消火器は鍋の全面を 覆う よ う に、

強化液消火器は鍋のふちに向け、 噴射

する 。

●消火器がない場合は、 ぬら し たシーツ

やバス タ オルを手前からかぶせ、空気を遮

断する 。

こ んろ たき 火

●カーテンなど は上に燃え広がる 前

の対処が重要。 火がついたら 、 引

き ちぎってから 消火する 。

●ふすま や障子な ど は、 床に 倒し 、

靴で踏んで消す。 その後、 水をし っ

かり かけて消火する 。

カーテン・ ふすま・ 障子

行動2 初期消火 行動3 避 難
大声で「 火事だ！」 と 叫ぶ

●大き な声で叫び、 隣近所に知ら
せる 。 声が出ない場合は、 非常
ベルや音の出る も のを たたく 。

●ど んな に小さ な火事でも 1 1 9 番
通報を する 。

出火直後が勝負
●出火直後な ら 初期消火は可能。

落ち着いて、 素早く 対応する 。
●コ ッ プに入っ た水や座ぶと んな

ど 、 身近なも のを 最大限に活用
する 。

危険を感じ たら すぐ 避難
●火が天井に達し たら 初期消火は

難し い。 無理を せず避難する 。
●避難する と き は、 部屋の窓やド

ア を 閉めて 空気を 遮断し 、 速や
かに行動する 。

●消火器を使う 。

●消火器がな い場合は水を か

ける 。

●水の準備ができ な いと き は、

近く のほう き や木でたたいて

消し 、 その後、 水を し っ かり

かけて消火する 。

■消火器の使い方 ■消火器の構え方 本当に恐ろし いのは煙です！
　 火災で発生する 煙には、 一酸化炭素などの有毒ガス が含ま れてい

ま す。 吸い込むと 中毒など によ り 命を 落と す危険性がある ので、 次

のポイ ント に気をつけながら 避難し ま し ょ う 。

●ぬら し たタ オルやハンカチなど で、 口と 鼻を おおう 。

 （ 無理な場合は、 ネク タ イ や衣類で代用を ）

●でき る だけ姿勢を 低く する 。

●階段では、 はったま ま 後ろ向き に下り る 。

●短い距離なら 、 息をと めて一気に走り 抜ける 。

●視界が悪いと き は、 壁づたいに避難する 。

火の風上にま わり 、

風上から 構え る 。



災害切迫

危険
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浸水被害か ら 避難する と き の ポ イ ン ト

洪水に関する 河川情報と 避難判断の目安と な る 水位

　 住んでいる 地域が川の近く なら 早めに安全な場所へ避難し ま し ょ う 。 ま た、 冠水し た道路

を 通っ て避難する のは大変危険です。 やむを 得ず避難する 際は、 二人以上で落ち着いて行動

し ま し ょ う 。

　「 川の防災情報」や気象庁の「 洪水キキク ル」、「 千葉県防災ポータ ルサイ ト（ 雨量・ 水位情報）」などのサイ ト で河川

の洪水危険度を確認し 、 浸水想定区域など 災害発生のおそれがある 場所に住んでいる 人は、 早めに避難し まし ょ う 。

　 なお、 川の防災情報及び千葉県防災ポータ ルサイト などの水位表示の色と 警戒レベルの色は、 対応し ていません

ので注意し てく ださ い。

洪水から 避難する ために

　 な る べく 周囲が 浸水す

る 前 に 地 域 で 声 を か け
合っ て避難し ま し ょ う 。 特

に 夜間に 大雨が 予想さ れ
る と き は、 夕 方ま で に 避

難し ま し ょ う 。

避難は早めに

【 警戒レベル5 相当】   　 　 　 　 計画高水位

【 警戒レベル4 相当】   　 　  氾濫危険水位

【 警戒レベル3 相当】   　 　  氾濫注意水位

水防団待機水位

ふだんの水位

堤防
避難指示の目安

緊急安全確保の
目安

高齢者等避難の
目安

　 長い棒など を 杖のかわり

に し 、 浸 水 し て 見 え な く
なっ ている 道路の側溝・ マ

ン ホ ール・ く ぼみ・ 障害物
など に注意し ま し ょ う 。

長い棒を 利用する

　 増 水し た 河 川 な ど 、 危

険箇所の 様子を 見に 行く
のは、 やめま し ょ う 。

河川など に近づかない

　 荷物は 最小限にし て 背負

い、 両手が使える よ う にし ま
し ょ う 。 長靴は水が入っ て動

き にく く なる ので、 運動靴で
避難し ま し ょ う 。

動き やすい服装で

　 車は浸水でエンジンが止

ま っ たり 水没し たり する 危
険があり ま す。 車で避難す

る なら 浸水前に。 浸水し て
いる 場合は、 徒歩で避難し

まし ょ う 。

浸水後は車で避難し ない

　 歩行可能な浸水深の目安

は約5 0 cm 。 流れがあ る 場
合は、 それ以下でも 危険。

避難が遅れたら 高い場所で
助けを待ちまし ょ う 。

無理を し ない

※「 川の防災情報」 およ び「 千葉県防災ポータルサイト（ 雨量・ 水位情報） 」 など は、裏表紙の二次元コ ード から 確認する こ と ができ ま す。
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7 日本製鉄㈱大和田グラ ウ ンド

大和田　 324

1 0 周西中学校

坂田　 560

1 8 君津中央公園

久保　 5 -1 -1

8 大和田小学校

大和田　 425

1 2 坂田小学校

坂田　 523

1 3 君津高等学校

坂田　 454

6 周西公民館

人見　 4-11 -2 1

1 6 生涯学習交流センタ ー

久保　 2 -1 3-2

1 7 久保保育園

台　 2-15 -1 6

1 5 周西南中学校

中野　 2 -3 0-1

1 4 周西小学校

中野　 3 -1 4-1

5 人見こ ど も 園

人見　 4 -1 1-28

1 神門コ ミ ュ ニティ センタ ー

人見　 1 4 62 -4 1

3 旧周西幼稚園

人見　 1 -5 -4 7

4 人見グラ ウ ンド

人見　 4 -11 -3

1 1 緩衝緑地ス ポーツ 広場

坂田　 601

9 堺田公園

西坂田　 2-11

■君津市防災施設マッ プ

指定緊急避難場所・ 指定避難所

指定緊急避難場所

備蓄倉庫
（ コ ンテナ倉庫）

福祉避難所1 13 7～ 君津市（ 周西・ 八重原・ 貞元地区）
防災施設マッ プ指定避難所

2 神門公園

人見　 1 1 5 4 -1 ・ 2 合併 1

備蓄倉庫（ 大型）
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2 9 八重原中学校

三直　 13 05

2 8 君津市民文化ホール

三直　 622

2 3 外箕輪小学校

外箕輪　 1 -3 4 -1

2 6 八重原公民館

南子安　 9 -1 7-2

2 7 内箕輪保育園

内蓑輪　 61-1

2 2 北子安小学校

北子安　 853

2 4 内みのわ運動公園（ 市民体育館）

内箕輪　 1 -1 -1

2 1 南子安小学校

南子安　 5 -1 0 -1

2 0 南子安保育園

南子安　 3 -2 7-1

1 9 君津中学校

杢師　 1-10 -1

2 5 八重原小学校

南子安　 9 -1 7 -1

3 0 貞元小学校

上湯江　 1655

3 2 上湯江保育園

上湯江　 1 71 6-1

3 4 常代保育園

常代　 2 -1 5-1

3 6 周南公民館

大山野　 26

3 7 周南小学校

宮下　 2-25 -5

3 5 周南中学校

宮下　 1 -4-1

3 1 貞元コ ミ ュ ニティ センタ ー

上湯江　 1 2 87 -3

3 3 貞元グラ ウ ンド

貞元　 29 0-1

1 保健福祉センタ ー ふれあい館

久保　 3 -1 -1
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5 2 清和保育園

東日笠　 515

5 3 旧三島小学校

正木　 149

5 0 清和スポーツ広場

西粟倉　 60

5 1 清和小学校（ 旧清和中）

東日笠　 522

4 8 旧秋元小学校

西粟倉　 35

4 9 清和公民館

西粟倉　 57

4 7 旧小糸小学校

大井戸　 1061

4 6 小糸保育園

大井戸　 4 67 -2

4 5 小糸ス ポーツ広場

塚原　 51

4 4 周東中学校

塚原　 120

4 3 小糸公民館

糠田　 55

4 1 君津市学校給食共同調理場

中島　 3 64 -1

4 0 君津高等学校上総キャンパス

上　 9 5 7

3 9 小糸小学校（ 旧中小）

中島　 678

3 8 中保育園

中島　 2 5 2-1

■君津市防災施設マッ プ

指定緊急避難場所・ 指定避難所3 8 7 4～

4 2 生き がい支援センタ ー

糠田　 1 03 -1

指定緊急避難場所 指定避難所

君津市（ 中・ 小糸・ 秋元・ 三島地区）
防災施設マッ プ

備蓄倉庫
（ コ ンテナ倉庫）

備蓄倉庫（ 大型）
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7 2 旧亀山中学校

坂畑　 2 23 -1

6 7 松丘コ ミ ュ ニティ センタ ー

広岡　 18 4 0-1

7 3 旧坂畑小学校

坂畑　 22 3 -2

6 9 旧松丘小学校

広岡　 10 0 0

6 6 かずさ あけぼの保育園

広岡　 9 55 -3

6 5 旧福野小学校

怒田　 923

6 8 旧松丘中学校

広岡　 994

6 2 上総地域交流センタ ー

久留里市場　 192-5

6 1 久留里ス ポーツ 広場

久留里市場　 36 8 -1

6 4 上総小学校（ 旧久留里小）

久留里　 474

6 3 旧久留里中学校

久留里　 474

5 8 小櫃ス ポーツ広場

末吉　 1 00 5 -1

5 6 小櫃公民館

末吉　 128

5 9 小櫃保育園

末吉　 4 3 7-1

6 0 君津青葉高等学校

青柳　 48

5 7 小櫃小学校

俵田　 14 1 6

5 4 上総小櫃中学校

俵田　 1 11 0

7 1 亀山コ ミ ュ ニティ センタ ー

坂畑　 32 1 -1

7 0 旧香木原小学校

香木原　 269

7 4 旧蔵玉小学校

蔵玉　 1 05 2

5 5 老人憩いの家すえよ し

末吉　 10 68 -3君津市（ 小櫃・ 久留里・ 松丘・ 亀山地区）
防災施設マッ プ



ユニバーサルデザイ ン（ U D） の考え方に基づき 、 より 多く の人へ適切に情報を伝えら れるよう

配慮した見やすいユニバーサルデザイ ンフォント を採用しています。

禁無断転載ⓒ東京法規出版

罹災証明書の発行について

　 地震や風水害など で住宅が被害を 受けた場合は、 さ まざまな

公的支援が受けら れます。 その際、 市が被害状況を 調査し た上

で発行する 「 罹災証明書」 が必要になり ま す。 個々に加入して

いる火災保険や共済などの保険金を 請求する 際に、 保険会社か

ら 提出を求めら れる 可能性がある ので、 必ず申請し ましょ う 。

被害認定調査は、 外観の目視のほか、 浸水の深さ 、 土砂の堆

積、 家の 傾き 、 家 屋の

部位ごと の 損壊割合な

ど 一定の 基準のも と に

行われます。

被災状況を撮影しておこう

　 被害認定調査を 受ける 前に、 がれき

の後片付けなど をする 場合は、 被災し

た状況を写真撮影し 、 記録と して残しま

しょ う 。 撮影した写真は、 損害保険など

の請求手続き の際に、 損害の程度を 示

す資料と して役立つこ と があり ます。 ま

た、 家屋の外

観だけでなく

屋内の様子も

撮影しておき

ましょ う 。

防災情報・ 気象情報等を収集し よ う
　 災害発生のおそれがある 場合や災害発生時には、市から 、防災に関する 重要な情報をお知ら せし

ます。日ごろから 、ホームページ、メ ール、ラ ジオなど、情報収集手段を確認し ておき まし ょ う 。

防災に関する 様々な 情報
が確認できます。

◉ 君津市ホームページ

■市から の情報

災害発生時など に割り 込み放送に
よ り 、防災情報をお知ら せし ま す。

LIN E、Tw it te rを 用
いて防災情報をお知
ら せします。

◉ 君津市公式SN S ◉ コ ミ ュ ニティ FM ラ ジオ

　「 かずさ エフ エム（ FM 8 3 .4 M Hz）」

■各種機関から の情報等

浸水想定区域や土砂災害警戒区
域など を イ ンタ ーネッ ト 上で確認
できます。

◉ 君津市W EB版防災マッ プ
防災行政無線で放送し た内容を電話で確認でき ま す。
※放送内容が反映さ れる までに時間がかかる 場合があり ます。

◉ 防災行政無線テレホンガイド

避難所の開設状況など の防災
情報をお知らせします。

◉ 君津市メ ール配信サービス

1 時間先ま での雨雲の動き など
を 確認できます（ 気象庁） 。

◉ ナウ キャ スト（ 雨雲の動き 、雷、竜巻）
浸水や洪水、土砂災害に関する
危険度が 確認で き ま す（ 気象
庁） 。

◉ キキク ル（ 危険度分布）

河川の水位情報やカメ ラ 画像に
よ り 、洪水の危険性が確認でき
ます（ 国土交通省） 。

◉ 川の防災情報

最新の雨量情報や、河川の水位
情報が確認でき ま す（ 千葉県） 。

◉ 千葉県防災ポータ ルサイト

　 (雨量・ 水位情報)

LINE Tw itte r

フリ ーダイヤル： 0120 －49－4133
シキュー ヨ イ ミ ミ


